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Aグループ・年長児としての喜び、頑張る気持ちを持ち、意欲的に保育者や友達と関わる。 

Bグループ・新しい先生やクラスに慣れて親しみを持ち、安定した園生活を送るようになる。 

Cグループ・幼稚園や保育者に親しみを持ち、喜んで登園するようになる。 

Dグループ（つぼみ）・新しい環境の中で、安心して過ごす。 

 
 
 
 
 

2024年 4 月 
認定こども園カトリック吉野幼稚園 

 
主    題：「新しい出会い」 

聖書のことば：「神は愛です」 （ヨハネ第１の手紙４：１６） 

  
 寒さもだいぶやわらぎ、いろいろな花が咲き誇る暖かい春がやってまいりました。この春の訪れとともに、聖
マリア学園 認定こども園 カトリック吉野幼稚園にご入園、ご進級した園児の皆さん、ご家族の皆さん、誠に
おめでとうございます。職員一同、心から歓迎いたします。 

 私は、園長を拝命しております野田弘之と申します。一人一人の園児の健全な成長を願って、園の運営に努め
てまいりたいと思います。なにとぞよろしくお願いいたします。 

 本園は、昨年４月から「認定こども園 カトリック吉野幼稚園」になり、ようやく１年が過ぎたところです。
この間、土曜開園や給食の完全実施など、いくつかの点が以前と変わりましたが、これまでのカトリック幼稚園
としての基本理念は全く変わりません。キリスト教の愛の精神に基づいて運営されるカトリックの教育施設です。
私どもは、新しく入園した年少さん、進級して年中・年長さんになったよい子の皆さんをしっかりお預かりして、
カトリックの「隣人愛」の精神と、モンテッソーリ教育を通して、自分のことも、他の人のことも、大事にして、
健康で明るく自立した人格に育てたいと思っております。 

 モンテッソーリ女史によれば、「特に３歳から６歳の間は『敏感期』と呼ぶべき特殊な時期で、この時期の子
どもたちは、何でも自分でやってみようとする、自分でやって失敗し、何度も挑戦して最後にはできるようにな
る。この繰り返しの中で、ものを理解し、手足の機能を高め、人間としての大事な自信を身につけ、人格が形成
される」ということです。この考えをもとにして、幼稚園全体の保育活動を進めてまいりたいと思っております。
保護者の皆様、どうかよろしくお願いいたします。 

 園の教育と、家庭での教育が一体となって、すばらしい御子を育ててまいりましょう。 

【園長 野田弘之】 

  

 

 
 
 

えんだより 

4月のねらい 


